
Title バジャウ・ラウトに関する人類学的研究の課題と展望

Author(s) 上田, 達

Citation 年報人間科学. 2002, 23-1, p. 75-93

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/11305

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
関
す
る
人
類
学
的
研
究
の
課
題
と
展
望

上

田

達

〈
要
旨
〉

本
論
文

は

マ
レ
ー
シ

ア

・
サ

バ
州
か
ら

フ
ィ
リ
ピ

ン
に
か
け

て
広

が
る

ス
ー

ル
ー
海

を
囲
む
地

域

で
生
活

す
る

バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と

い
う

一
民
族

集
団

に
つ
い
て
の
先
行

研
究
を
批
判
的
に
検
討
し

て
、
研
究

の
方
向
性
を
探

る
試

み
で
あ
る
。

米
国

の
人
類
学
者
、

セ
イ
ザ
ー

(O
=
駿
O
民
仙
6り
餌
け
す
Φ
「
)
が
バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

に
関

す
る

モ
ノ
グ

ラ
フ
の
中

で
言
及

し
た
二

つ
の
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
関
係

の
類
似

し
た
性
質

を
そ
れ

ぞ
れ
概
観

し
た
後

で
、
,そ
れ
ら

の
問

に
あ

る
差
異
を
示
す
。
差
異

は

バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

の
お
か
れ

て
い
る
文
脈

の
相
違

に
よ

る
。
「
漂
海

民
」

や

「
海
の
ジ

プ
シ

ー
」

と
表
象
さ

れ
る

こ
と

が
あ
る
よ
う

に
、

い
か

に
彼

ら
が
国
境
付
近

で
移
動
性

の
高

い
生
活

を
送

っ
て

い
る
と

し

て
も
、
彼

ら
と
て
現
代

の
国
民
国
家

シ
ス
テ
ム
の
中

に
生
き

る
の

で
あ
り

、
彼
ら

の
埋

め
込
ま
れ
た
文

脈

へ
の
配
慮

は
、
人
類
学
的
研
究

に

お

い
て
適
切
に
行

わ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。

キ

ー

ワ

ー

ド

.バ

ジ

ャ

ウ

・
ラ
ウ

ト

、

パ

ト

ロ

ン

・
ク

ラ

イ

ア

ン

ト

関
係

、

マ
レ

ー

シ

ア

・
サ

バ
州

、

ス
ー

ル
ー

海

、

定

住

〆

、
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、



は

じ
め
に

本
論
文
の
目
的
は
、
東
南
ア
ジ

ア
地
域
に
住
む
、
あ
る
民
族
集
団
の
社
会
変

化
を
考
察
し
、
人
類
学
的
研
究
の

}
つ
の
視
座
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
ス
ー
ル
ー
海
を
囲
む
地
域
に
す
む
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
民

族
集
団
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
。
そ
の
後
で
バ
ジ
ャ

ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て

の
人
類
学
的
研
究
の
方
向
性
を
示
す
。
ま
ず
、

一
章
で

は
、
①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
か
ら

ブ
イ
リ
ピ

ン
南
部
に
広
く
居
住
す
る
バ
ジ
ャ

ウ
族
に
つ
い
て
の
研
究
動
向
を
整
理
し
て
、
バ
ジ
ャ
ウ
族
に
つ
い
て
の
概
観
を

得
る
こ
と
、
②
論
文
全
体
の
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
の
二
つ
を
目

r指
す
。
続
ぐ
二
章
と
三
章
で
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
旦
ハ体
的
な
事
例

を
セ
イ
ザ
ー
の
民
族
誌
に
依
拠
し

つ
つ
提
示
す
る
。
四
章
で
は
二
章
と
三
章

の

事
例
を
比
較
す
る
こ
と
で
本
論
文

の
主
張
を
明
確
に
す
る
。

一
-

一

バ
ジ
ャ
ウ
、族
に

つ
い
て
ー

お
よ
び
先
行
研
究
の
整
理

ス
ー
ル
ー
海
の
バ
ジ
ヤ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
国
内
外
を
含
め

.て
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
陸
に
家
を
持
た
な
い
で
家
船
と
呼
ば
れ
る
船
の
上

で
居
住
す
る
民
族
集
団
と
し
て
、
彼
ら
は
人
類
学
の
対
象
で
あ
り
続
げ
て
き
た
。

ま
た
、
人
類
学
以
外
の
分
野
に
お

い
て
も
、
「漂
海
民
」
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
文
筆
家
が
叙
述
し
て
き
た

「、)。

・
ス
ー
ル
ー
海
域
は
、
、床
呂
の
言
を
借
り
れ
ば

「生
活
様
式
や
文
化
の
異
な
る

複
数
の
民
族
集
団
が
、
共
生
や
支
配
と
従
属
な
ゼ
の
関
係
を
通
じ
て
相
互
作
用

を
行
な
っ
て
い
る
、

一
つ
の
多
民
族
社
会

(它
一《
-Φ
島
巳
。
ω8
一Φ
昌
)」
.(床
呂

一
九
九
二
"
二
)
で
あ
る
。
こ
の
海
域

に
住
む
人
々
は
言
語
学
的
見
地
か
ら
二
つ

に
大
別
さ
れ
ゐ
。

一
つ
は
サ
マ
/
バ
ジ
ャ
ウ
系
で
、
も
う

一
つ
は
タ
ウ
ス
グ
系

で
あ
る

(℃
9=
Φ
ωΦづ
一㊤
QO
α)。
「
サ
マ
/
バ
ジ
ャ
ウ
系
が
地
理
的
に
広
く
分
布
し
、

言
語

・
社
会

・
生
業
形
態
も
多
岐
に
渡
る
の
に
対
し
て
、
タ
ウ
ス
グ
系
は
文
化

的
に
均
質
で
、
十
五
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
興
隆
し
た
ス
ー
ル
ー
王
国
の
中
心

地
の
ポ
ロ
島
に
集
中
し
て
居
住
し
て
お
り
、
現
在
も
こ
の
地
域
で
有
力
な
集
団

を
形
成
し
て
い
る

(閑
凶Φけ
N
一り
鳶
"
呂
ヨ
日
o
一り
①Q。
℃
ω
鋤
昏
興

一り
り⑳
)
。

ブ
レ
イ
ク
は
、
こ
う
し
た
二
分
法
を

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
化

(Φ
臣
三
〇三
墨
二
〇
p
Y

の
結
果
で
あ
る
と

い
う
見
解
を
示
す
。

つ
ま
り
、
ス
ー
ル
ー
王
国
内
で
徐
々
に

顕
在
化
し
て
い
っ
た
位
階
や
政
治
的
地
位

の
相
違
に
民
族
的
意
味
が
付
与
さ
れ
、

言
語
や
文
化
や
起
源
の
差
に
帰
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る

(閃
N9
匠
①
一〇Q◎O
)。

エ

ス
ニ
シ
テ
イ
化
の
結
果
、
」分
割
さ
れ
た
ア
イ
デ
ツ
テ
ィ
テ
ィ
が
発
達
し
、
神
話

的
歴
史
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
タ
ウ
ス
グ
族
は
ス
ー
ル
レ
海
の
元

来

の
住
人
で
、
サ

マ
/
バ
ジ
ャ
ヴ
は

「新
参
者
」
や

「
ゲ
ス
ト
」
と
見
な
す
よ

う
に
で
あ
る
。
床
呂
も
ス
ー
ル
ー
諸
島
の
人

々
を
研
究
す
る
際
に
、
民
族
編
成

の
秩
序
を
非
歴
史
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
戒
め
る

(床
呂

一
九
九
二
)。

本
論
文
で
視
野
に
収
め
る
の
は
、
サ

マ
/
バ
ジ
ャ
ウ
の
中
で
も

「漂
海
」
生

活
を
送

っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
ご
く
最
近
ま
で

「漂
海
」
生
活
を
送

っ
て
い

た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
ス
コ
ル
ー
の
海
原
を
舞
台
に
し
て
、
海
上
を
移
動
し

な
が
ら
生
活
を
送

っ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
ス
ー
ル
ー
海
域
と
ボ
ル
ネ
オ
島
近
辺

で
は
近
隣
の
人
々
に

「バ
ジ
ャ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
が

、̂)、
彼
ら
の
自
称
は

「サ

マ
」
で
あ
る
。
特
に

「漂
海
」
生
活
を
強
調
し
て
示
す
際
に
は
、
「サ
マ

・
デ
ィ

76



ラ
ウ
ト

(恥
題§
鋤
窟
冨
竃
じ
」、
「サ
マ

・
マ
ン
デ
ラ
ウ
ト

(錚
臼
鋤
さ

旨
窺
Φ貯
ミ
)」

と
自
称
す
る
。
両
者
は
共
に

「海
の
サ
マ
」
を
意
味
し
、
「真
の
サ
マ
」
を
含
意

す
る
。
し
か
し
、
セ
イ
ザ
ー
ば
著
書
の
中
で
民
族
呼
称
の
用
法
を
説
明
し
た
後

で
、

マ
レ
ー
シ
ア
語
で
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
バ
ジ
ャ
ウ

・、ラ

ウ
ト

(聖

建

卜
鋤
に
じ

を
呼

称

と

し

て
採

用

す

る

(
Qo
9
窪
興

一
㊤
Φ
刈
)
。

本
稿

も

マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
セ
イ
ザ
ー
の
用
法
に

倣
う
も
の
と
す
る
。

「漂
海
民
」
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
は
、
す
で
に

何
人
か
の
人
類
学
者
に
よ

っ
て
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
上
に
述
べ
た
米
国
の
人
類

学
者
の
セ
イ
ザ
ー
が
、.
サ
バ
州
東
岸

で
の
集
落
を
中
心
に

一
九
六
〇
年
代
か
ち

・継
続
的
に
調
査
を
行

っ
で
お
り
、
ま

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
と
な
る
ス
ー
ル
i
諸
島

,.で
も
米
国
の
人
類
学
者
の
こ
「ッ
モ
が

ほ
ぼ
期
を

一
に
し
て
フ
ィ
ーー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行

っ
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て

い
る
」(、)。

日
本
で
も

一
九
九
〇
年
代
に
入

っ
て
、
床
呂
が
ス
ー
ル
ー
海
で
の
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
興
味
深
い
論
考
を
著

し
た
。
ま
た
、
長
津
は
サ
バ
州
で
の
調
査
結

果
の

一
端
を
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
イ
ス
ラ
ム
教
と
の
関
係
に
関
す
る
論
文

の
中
で
示
し
た

〔、)。

一
ー

二

「定
住
」
と
問
題
提
起

前
節
で
漂
海
民
と
し
て
知
ら
れ
る
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
概
観
を

示
し
た
。
し
か
し
、
「漂
海
民
」
と

し
て
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
徐
々
に
そ
の

姿
を
変
え

つ
つ
あ
る
ゆ
彼
ら
.の
生
活
も
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
絶
え
間
な

い
変
化
の
過
程
に
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、東
南
ア
ジ
ア
で
広
く
見
受
け
ら
れ
た
海
上
生
活
者
た
ち
が
、・
家
船
で
の
生
活
か

ら
陸
地
に
家
屋
を
建
設
し
て
の

「定
住
」
生
活

へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、

ス
ー
ル
ー
海
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
も
そ
の
例
に
も
れ
る
こ
と
は
な

い
。
彼
ら

を

「定
住
」
生
活
ぺ
と
導

い
た
要
因
は
、
市
場
の
形
成
、
交
換
手
段
と
し
て
の

貨
幣
の
導
入
に
代
表
さ
れ
る
経
済
的
な
も
の
か
ら
、
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
よ
る
国
境
の
画
定
が
も
た
ら
す
移
動

へ
の
制
約
と

い
っ
た
政
治
的
な
も
の

な
ど
、
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

へ,〉。

も

っ
と
も
、
船
の
上
で
の
生
浩
者
が
近
代
的
な

「定
住
」
生
活

へ
と
変
わ
っ
て

い
く
と
見
る
の
は
、
あ
ま
り
に
単
純
な

「近
代
化
」、
の
図
式
に
見
え
る
か
も
し

れ
な
・い
。
床
呂
は
こ
の
点
を
強
調
し
、
海
と
陸
と
の
問
に
不
可
逆
的
な
経
路
を

設
定
す
る
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る

(床
呂

一
九
九
六
、

一
九
九
九
Y
(、)。

し
か
し
、
こ
う
し
た
留
保
を
つ
け
て
も
な
お
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
居
住
様

式
の
変
化
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
床
呂
が
危
惧
す
る
よ
う

に
、
海
で

の
生
活
に
戻
る
者
が

い
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
.そ
れ
ま
で
の
移
動
生
活
か

ら
動
き
を
止
め
た
中
に
見
ら
れ
る
事
象
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
は
、

=
疋
の
.

意
義
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
事
実
、
「定
住
」
の
中
に
本
論
文
で
示
す
よ
う

な
興
味
深
い
二
者
間
の
関
係
が
生
成
し
て
い
る
。
「定
住
」
と
い
う
文
脈
に
お
け

る
、
・こ
の
興
味
深
い
関
係
を
考
察
す
ゐ
こ
と
で
、
バ
ジ
ャ
カ
・.
ラ
ウ
ト
の
位
相

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
-
三

問
題
の
所
在

セ
イ
ザ
ー
は
、
上
述
の
論
者
の
中
に
お
い
て
も
、
生
活
の
変
化
を
長
い
タ
イ

ム
ス
パ
ン
で
実
証
的
な
研
究
に
基
づ
い
て
描
き
出
し
た
論
者
の

一
人
で
あ
る
。
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彼
は
、
・東

マ
レ
ー
シ
ア

・
サ
バ
州

の
東
岸
部
に

一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
形
成
さ

れ
た

「漂
海
民
」
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
杭
上
家
屋
の
集
落
で
人
類
学
的
な
フ

ィ
ー
ル
ド

.
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
モ
.ノ
グ
ラ
フ
に
著
し
た
。

杭
上
家
屋
の
集
落
は
中
核
部
分
が
形
成
さ
れ
る
と
拡
大
の

一
途
を
た
ど

っ
た
。

そ
の
人
口
は
セ
イ
ザ
ー
が
調
査
を
行

っ
だ

一九

六
五
年
に
五

一
〇
人
で
あ

っ
た

の
が
、

一、九
七
九
年
に
は

一
九
八
二
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
数
的
な
拡
大
は
同

時
に
共
同
体
の
質
の
変
化
を
伴

っ
た
。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
建
設
さ
れ
た
最

初
の
杭
上
家
屋
の
周
り
に
同
様
の
家
屋
を
建
て
て
い
く

一
方
で
、
ブ
イ
リ
ビ
ン

.
か
ら
の

「難
民
」
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
る

(ω
曽
冖げ
Φ
吋
一
〇
㊤刈
)。

つ
ま
り
、
二
つ

の
国
民
が
混
在
す
る
共
同
体
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。.
セ
イ
ザ
ー
は
、
両
者

の
間

の
関
係
を
近
代
国
民
国
家
形
成
以
前
の
時
期
に
お
け
惹

「漂
海
民
」
と
し
て
の

バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
陸
地
の
首
長
と
の
問
に
結
ば
れ
た
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て

理
解
し
よ
う
と
す
る
。
セ
イ
ザ
ー
は
パ
ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
下
を
術
語
と
し

て
採
用

し
、

こ
れ
を
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ

ァ
ン
ト
関
係
と
呼

ん
で
い
る

(留
匪
Φ=

⑩。。
轟
昌
ω
山
9
ω
9
げ
Φ二

8
¶)。

セ
イ
ザ
ー
の
二
つ
の
関
係
の
類
似
性

へ
の
印
象
的
な
言
及
は
軽
率
で
あ
り
、

〆

・こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ

ウ
ト
と
い
う
民
族
集
団
の
中
て
、
.パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
親
和
性

の
あ
る
性
向
が
、
あ
た
か
も
本
質
と
し
て
あ
る
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
、
と

批
判
出
来
よ
う
。

し
か
し
、
「比
較
す
る
ま
で
も
な

い
」
と
簡
単
に
斥
け
る
の
で
は
な
く
、
二
つ

㌃
の
関
係
を
同
列
に
並
べ
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
者
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
政

治

.
経
済
的
文
脈
は
よ
り
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
軽
視

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
あ
ま
り
重
き
を
お
か
れ
な
か
っ
た
、
彼
ら
を
取

り
巻
く
変
化
に
対
峙
す
る
た
あ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
政
治

・
経
済
的
な
文
脈
に

彼
ら
が
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
遠
回
り

し
て
達
し
た
ゴ
ー
ル
が
上
記
の
批
判
と
同
じ
地
平
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
、バ
ジ

ャ
ウ

。
ラ
ウ
ト
の
歴
史
的
位
相
を
明
ら
か
に
し
て
研
究
の
方
向
性
を
示
す
予
備

的
考
察
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
に
、
セ
イ
ザ
r

の
持
ち
出
し
た
類
似
性
を

一
つ
の
キ
ー
と
し
て
、
二
つ
を
比
較
の
舞
台
に
上
げ

て
み
た
い
。

二
章

ス
ー

ル
ー
王
国
期

の
パ
ト

ロ
ン

↑
ク

ラ
イ

ア
ン
ト
関
係

本
章
で
は
、
ス
ー
ル
i
王
国
時
代
か
ら
植
民
地
期
に
か
け
て
の
時
期
に
お
け

る
ボ
ル
ネ
オ
島
東
岸

の
人
々
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
特
に
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
論
じ
る
。
以
下
に
示
す
が
、
こ
の

「人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
セ
イ
ザ
ー
は
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
し
℃
分
析
し
て
い
る
。

バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
関
連
す
る

一
つ
目
の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

の
性
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
崩
壊
ま
で
の
軌
跡
を
辿

っ
て
い
く
こ
と
が
本
章

の
目
的
で
あ
る
。

　、一

7
1

}

ス

ー

ル

ー

王

国

ス

ー

ル
ー

王

国

は

十

三

世
紀

に

ス

ル

タ

ン

ア
ブ

・
バ
カ

ル

(
ス

ル

タ

ン

・
シ

ャ

リ

フ

・
カ

シ

ー

ム
)
に
よ

っ
て
創

始

さ

れ
た

と

さ

れ

る

(
ω
凹
①
Φ
び
く
一
㊤
①
ω
"
心
①
)
。

王

国

の
中

心

地

は

ス
ー

ル

ー
海

の

ポ

ロ
島

に
あ

り

、

ホ

ロ
島

は

政

治

的

中

心

地

78
、



の
役
割
を
果
た
す
ど
と
も
に
、
地
域
経
済
の
中
心
地
と
し
て
も
繁
栄
し
た
。
ア

ジ
ア
諸
国
が
植
民
地
化

の
影
響
を
被

っ
て
い
だ
時
期
も
、
ス
ー
ル
ー
王
国
は
フ

ィ
リ
ピ

ン
北
部
を
植
民
地
化
し
た

ス
ペ
イ
ン
之
衝
突
は
し
た
も
の
の
、
中
心
地

で
あ
る
ホ
ロ
島
に
ま
で
ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
が
及
ぶ
こ
と
は
な
く
、

一
八
七
六
年

に
ポ
ロ
島
が
陥
落
す
る
ま
で
権
勢
を
誇

っ
た

ヱ̂
。
王
国
の
勢
力
は
、
最
盛
期
に

は
東
側
の
境
界
線
が
ボ
ル
ネ
オ
島

に
及
ぶ
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る

と
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
は
、、
現
在
の
サ
バ
州
に
あ
た

る
地
域
は
ス
ー
ル
i
王
国
の
勢
力
下
に
あ

っ
た
と
い
う

(bd
『O
≦
P
一り
刈
一"
㎝q
)。

ス
ー
ル
ー
王
国
の
政
治
形
態
に

つ
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
中
央
に
ス
ル
タ
ン

を
中
心
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
カ
ル
な
政
治
制
度
が
確
立
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

地
方
の
有
力
な
首
長
は
そ
の
地
方

に
お
い
て
ス
ル
タ
ン
と
同
様

の
権
威
を
持

っ

て
い
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
ス
ル
タ
ン
は
各
地
方
の
首
長
を
任
命
す
る
が
、
任

命
は
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長
を
追
認
す
る
に
過
ぎ
な
か

っ
元
。
地
理
的
に
周
縁
部
の

社
会
の
構
成
員
は
、
首
長
に
直
接

の
忠
誠
を
向
け
て
い
た
。
キ
ー
フ
ァ
ー
は
ス

ー

ル
ー
王
国
を

分
節

国
家

(ω
Φ
αq
§
Φ
茸
9
蔓

ω富
け
Φ
)
と
し

て
分
析
す
る

(}(
一Φ
hΦ
「
一㊤
刈
N
"
一〇
り
)
。
ス
ー
ル
i
王
国
と
い
う
分
節
国
家
の
中
に
お
い
て
は
、

た
く
さ
ん
の
サ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
や
分
節

が
あ
り
、
そ
れ
ら
ば
互
い
に
、
機
能
的
に

差
異
化
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
よ
う

な
制
度
下
で
は
、
中
央
の
政
府
は
あ

っ
て

も
周
辺
に
お

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
支
配
力
を
持
た
な

い
。
地
方
の
首
長
は
中
央

か
ら
自
立
し
た
権
威
を
有
す
る

(一ぴ
こ
し
。

上
記
の
よ
う
に
、
王
国
の
政
治
体
制
は
ス
ル
タ
ン
を
頂
上
に
据
え
る
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
状
に
構
成
さ
れ
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ

カ
ル
な
構
造
を
持
ち
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
首
長
が
独
立
し
て
権
威
を
有
す
る
体
制
で
あ

っ
た
。
ス
ル
タ
ン
を
含
め
た
政

治
的
な
上
位
を
占
め
る
の
は
、
ポ

ロ
島
を
主
た
る
居
住
地
と
す
る
タ
ヴ
ス
グ
族

で
あ

っ
た
が
、
王
国
内
で
称
号
の
付
与
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
る
ポ
ス
ト
に
は
タ

ウ
ス
グ
族
以
外
の
人
々
も
就
く
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た

(}(一①hΦ民
一〇
刈bQ
"
一〇
◎o
)。

し
か
し
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を
含
む
サ

マ
/
バ
ジ
ヤ
ウ
の
人
々
は
、
一
般
に
、

ダ
ウ
ス
グ
族
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
陸
地
に
居
住
せ

ず
土
地
を
持
た
な
い
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
、
王
国
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
カ
ル
な
構

成
内
で
最
下
層
を
占
め
て
い
た
。

ニ
ー

ニ

パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

漂
海
民
と

い
わ
れ
る
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
も
、
常
に
海
上
を
移
動
し
ウ
づ
け

る
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
係
留
地
を
も

っ
て
い
た
。
そ
の
係
盟
地
を
支
配
す

る
首
長
と
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
間
に
結
ば
れ
る
関
係
を
、
セ
イ
ザ
ー
は
パ
ト

ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
い
う
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
(ω
曽
昏
奠

一〇
〇。
心
…
一甲

一伊
一り
ΦS
O
O
-①
ω
)。

バ
ジ
ャ
ウ

,
ラ
ウ
千
は
、
バ
ン
卞
を
単
位
と
し
て
パ
ト
ロ
ン
た
る
首
長
に
文

字
ど
お
り

「所
有
さ
れ
る

(
鼠
題
)」
と
い
わ
れ
る
。
政
治
的
な
統
合
を
欠
い
て

い
た
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
と

つ
て
、
陸
地
に
住
む
首
長
こ
そ
が
彼
ら
を
保
護

す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
交
換
す
る
者
は
互

い
を

「友
人

(富
題

じ
」
と
呼
び
習

わ
し
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ン
は
ク
ラ
子
ア
ン
ト
を

「我
々
の
者

(§
q
b
儀
竃恥、鋤
ご
恥
)」
、
あ
る
い
は

「我
々
の
ボ
ー
小
集
団

(窟
隣
§
篝
9
》
b
題)」

と
呼
ん
で
い
た

(ω
四昏
Φ
「
一り
望
口
倉
一
Φり
S
O
O)
。

バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を

「所
有
す
る
」
パ
ト
ロ
ン
は
、
奴
隷
収
奪
を
含
め
る

略
奪
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
σ
危
険
か
ら
彼
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
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め
ら
れ
た
。
パ
ト
ロ
ン
同
士
も
抗
争
関
係
に
あ
り
、
隣
接
す
る
他
の
首
長
の
攻

撃
か
ら
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を
守

っ
た
。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
家
船
は
武
装

す
る
こ
と
が
な
く
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
生
活
は
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
対
し

て
無
防
備
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ン
の
庇
護
が
な
け
れ
ば
生
活
を
続
け

　レ

る
ご
と
が
困
難
で
あ

っ
た
。
口
頭
伝
承
に
よ
る
限
り
、
パ
ト
ロ
ン
の
庇
護
は
、

実
効
性
を
持

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(ω
餌
冖『
Φ『
一り
㊤
刈"
OO
)。

パ
ト
ロ
ン
之
し
て
の
首
長
は
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
身
体
的
安
全
を
保
障
す

る
代
わ
り
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

し
て
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
特
権
的
な
交

易
関
係
を
享
受
で
き
た
。
セ
イ
ザ

ー
に
.よ
る
と
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
陸
地

の
首
長
と
の
間
の
交
易
関
係
は
、

二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、.
一
つ
は
共
生
的
な
関
係
性

で
、

一
つ
は
調
達
経
済
を
構
成
す
る
関
係
性

で
あ
る

(Qo
9
『
興

一⑩
Q。溌
一倉
一り
㊤
丼
O
∵
①
b。
)。

前
者
に
お
い
て
は
、
必
需
品
と

ロ
ー
カ
ル
な
工
芸
品
が
交
換
さ
れ
た
。
陸
地

の
パ
ト
ロ
ン
は
、
物
資
の
交
換

(
白
無題

題
旺
ぴ
丶Y
に
加
え
て
陸
地
で
の
真
水
や

薪
の
調
達
を
許
可
し
た
つ
バ
ジ
ャ
ウ

一
ラ
ウ
ト
が
パ
ト
ロ
ン
の
村
に
滞
在
し
て

い
る
時
に
は
、
獲
得
し
た
海
産
物
を
そ
の
村
の
首
長
に
差
し
出
し
、
他
の
パ
ト

ロ
ン
と
物
資
を
交
換
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
パ
ト
ロ
ン
側
か
ら
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
コ
コ
ヤ
シ
、
果
物
、
ビ

ア

ン
ロ
ウ
等
の
農
産
物
、
な
ら
び
に
衣
服
や
各
種
の
加
工
品
を
得
た
。
パ
ト
ロ
ン

は
、
結
婚
や
村
で
の
集
会
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
に
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る

バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
魚
の
供
給
を
求
め
た

(量
位
・)。

二
つ
目
の
関
係
は
、
ス
ー
ル
ー
ゾ
ー
ン
を
構
成
す
る
大
規
模
な
交
易
関
係
の

一
部
を
戒
す
も
の
で
あ
る
。
バ
ジ

ャ
ウ

.
ラ
ウ
ト
は
パ
ト
ロ
ン
に
対
し
、
対
外

交
易
品
と
し
て
の
干
魚
.
ナ
マ
コ
等
の
各
種

の
海
産
物
を
も
元
ら
し
た
。
パ
ト

ロ
ン
は
こ
う
し
た
物
資
を
よ
り
権
勢
の
あ
る
首
長
と
の
交
換
に
用

い
た
。
つ
ま

り
、
.バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
パ
ト
ロ
ン
の
政
治
的
役
割
の
拡
大
に
関
し
て
、

一

役
を
担

っ
た
の
で
あ
る
。
対
外
交
易
の
盛
ん
な
ス
ー
ル
i
王
国
に
お
い
て
、
バ

ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
そ
の
末
端
で
、
首
長
と
の
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関

係
の
中
で
交
易
物
資
を
調
達
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、

交
易
が
物
々
交
換
の
み
の
経
済
的
関
係
で
は
な
ぐ
、
地
位
や
政
治
的
服
属
の
関

係
を
表
し
て
い
る
と
セ
イ
ザ
ー
は
い
う

(筐
住
●)。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
交
換
関
係
が
成
立
し
て
は
い
る
も

の
の
、
バ
ジ

ャ

ウ

・ヒラ
ウ
ト
は
首
長
の
完
全
な
支
配
の
下
に
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
バ
ジ
ャ

ウ

.
ラ
ウ
ト
は
船
上
居
住
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ツ
ト
関
係
に
あ
る

パ
ト
ロ
ン
の
係
留
地
か
ら
、
別
の
場
所

へ
と
簡
単
に
係
留
地
を
変
え
る
こ
と
が

出
来
た
。
そ
の
移
動
性
ゆ
え

に
陸
の
人
々
は
、
彼
ら
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
位
置

を
強
制
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
も
し
、
パ
ト
ロ
ン
が
ク
ラ
イ
ァ
ン
ト
で

あ
る
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
集
団
内
部
の
こ
と
に
干
渉
し
た
り
、
専
断
的
に
振
る

舞

っ
た
り
、
義
務
的
な
も
の
を
要
求
し
ょ
う
と
し
た
ら
、
バ
ジ
ャ
ウ
、・
ラ
ウ
ド

は
即
座
に
移
動
し
て
、
他
の
首
長
の
影
響
下
に
あ
る
場
所
を
係
留
地
に
選
定
す

る
と
い
う

(ω
9。9
興

一㊤
Q。県
置
-一9
一Φり
S
①
b。)
。

、

バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
、
新
た
に
庇
護
を
供
す
る
次
の
パ
ト
ロ
ン
を
探
じ
出
.

す
の
は
さ
ほ
ど
困
難
な
ご
ど
で
は
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
、
常
に
特
定
の
バ
ト

ロ

シ

の
み
と
交
易
を
行

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
に
示
し
た
パ

ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
時
で
さ
え
、
彼
ら
は
他
の
集

団
と
の
交
易
を
継
続
し
て
い
た
。
時
に
工
芸
品

(鉄
製
品
、
マ
ッ
ト
、
べ
っ
甲

80
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の
櫛
、
船
な
ど
)
を
求
め
て
、
そ
れ
ら
の
扱

い
に
長
け
た
他
の
陸
地
の
集
団
と

交
易
関
係
を
築
い
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
陸
地
の
集
団
も
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

に
友
人
と
し
て
の
善
意
を
示
し
た
(ω
9昏
①
二

〇謹
口
心
L
Φ
㊤S
①
卜。)。

パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
首
長
は
、

ス
ー
ル
ー
王
国
の
政
治
構
造
に
お
い
て
バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
よ
り
上
位
に
あ
り
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を
劣
位
に
あ
る
と
見

な
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
的
な
力
を
彼
ら
に
行
使
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関
係
は
、
「友
人
」
と
い
う
言
葉
の

わ
り
に
、
そ
の
基
盤
は
脆
弱
な
も

の
で
あ

っ
た
。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と
し
て
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
パ
ト

ロ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
が
可

.

能
で
あ
り
、
ま
た
、
結
ば
れ
る
関
係
も

一
時
的
で
あ

っ
た

(ω
⇔
昏
興

お
Q。海

一企

一
㊤り
S
Ob。ふ
ω
)。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
お

い
て
階
層
的
に
下
位
に
あ
り
は
し
た
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
自
立
性
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ニ
ー

三

ス
ー
ル
ー
王
国
の
崩
壊

か
ら
会
社
統
治

へ

現
在

の
マ
レ
ー
シ
ア

・
サ
バ
州

に
あ
た
る
ボ
ル
ネ
オ
島
北
東
部
は
、

一
八
七

八
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
商
人
た
ち
に
割
譲
さ
れ
た
。
彼
ら
は
北

ボ
ル
ネ
オ
会
社

(後
に
特
許
状
を
付
与
さ
れ
、、北
ボ
ル
ネ
オ
特
許
会
社
と
改
称
)

を
設
立
し
、
植
民
地
経
営
を
始
め
た
。
会
社
は
経
営
の
拠
点
と
し
て
東
岸
部
に

い
く

つ
か
の
都
市
を
建
設
し
た
。
し
か
し
、
会
社
の
支
配
は
広
範
に
渡
る
も
の

で
は
な
く
、
地
理
的
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
会
社
は
東
岸
部
に
お
け
る
ス

ー
ル
ー
王
国
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
首
長
制
を
改
変
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
首
長
を
追
認
し
た
た
め
、
会
社
の
経
営
開
始
後
し
ば
ら
く
は
以
前
の
交

易
関
係
は
保
持
さ
れ
て
い
た

(ω
P
什『
①『
一Φ
り
刈
"置
1ら
α)
。

し
か
し
、
会
社
は
そ
の
影
響
力
を
徐
々
に
強
め
て
い
く
。
最
も
大
き
な
影
響

力
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
交
易
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能
す
る
都
市
の
建
設
で

あ
る
。
都
市
の
建
設
に
よ

っ
て
、
ス
ー
ル
r
王
国
期
の
首
長
制
と
そ
れ
に
基
づ

く
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
は
消
滅
し
て
い
つ
た
。
交
易
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
建
設
は
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を
市
場
経
済

へ
招
き
入
れ
た

(、)。
そ
れ
ま

で
、
パ
ト
ロ
ン
に
海
産
物
を
も
た
ら
し
て
い
た
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
拳
も
、
獲
得

物
の
多
く
を
都
市
の
市
場
に
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。
従
来
、
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ

ウ
ト
の
生
活
は
自
給
自
足
で
は
あ
り
え
ず
、
そ
.の
多
く
を
交
易
に
依
存
し
て
い

た
。
市
場
は
、
伝
統
的
な
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
よ
り
も
バ
ジ
ャ

ウ

・
ラ
ウ
ト
に
と

っ
て
有
利
な
関
係
を
も
た
ら
し
、
貨
幣
が
交
換
を
非
個
人
化

し
た
た
め
、
伝
統
的
な
関
係
に
内
在
す
る
従
属
関
係
か
ら
も
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ

ト
を
解
放
し
た

へω
9
普
興

一㊤
Q。
県
一◎。
)。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
下
ば
、
パ
ト
ロ
ン
と

の
物

々
交
換
か
ら
市
場
で
の
交
易
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
.ま

で
貢
納
を
通
じ
た
パ
ト
ロ
ン

転
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
は
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、

急
速
に
そ
の
関
係
は
衰
退
し
て
い
っ
た

(Qり
鉾
『
興

一
〇銓
"
一刈
山
○。
"
一㊤
Φ
刈"
蔭
?
綬
噛

①
ω
)
。

伝

統

的

な

パ
ト

ロ

ン

・
ク

ラ

イ

ア

ン
ト

関

係

が

崩

壊

し

た

こ
と

に
続

き

、

会

社

が

バ
ジ

ャ

ウ

・
ラ
ウ

ト

に

政

治

的

認
知

を

与

え

た

こ
と

は

バ

ジ

ャ
ウ

・
ラ

ウ

ト

に
と

っ
て
大

き

な

変

化

で

あ

っ
た
。

す

な
わ

ち

、
、・
バ
ジ

ャ

ウ

・
ラ

ウ

ト

の
共

同

体

の

メ
ン

バ

ー
を

首
長

(○
這
鵡

叶§

、

の
ち

に
℃
§

容

ざ
恥
の
称

号

を

付

与

)に

任

命

し

た

の

で
あ

る

。
バ

ジ

ャ
ウ

・
ラ

ウ

ド
は

、

初

め

て

ス

ー

ル

ー
海

の

政
治

社

会

に

お

い

て
公
式

に
政
治

的

ス
ポ

ー

ク

ス

マ
ン
を

得

た

(ω
9
け
ゴ
Φ
吋
一
㊤
鐔

"
一
り
)。
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ス
ー
ル
ー
王
国
期
に
、
経
済
的

・
政
治
的
に
従
属
的
立
場
に
あ

っ
た
バ
ジ
ャ

ウ

.
ラ
ウ
ト
は
、
王
国
の
終
焉
と

と
も
に
そ
の
地
位
を
脱
し
た
。
上
記
の
よ
う

に
、
経
済
的

●
政
治
的
事
情
に
加
え
て
、
彼
ら
の
地
位
は
、
の
ち
に
宗
教
的
な

改
善
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸
地
に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ジ
ャ
ウ

・

ラ
ウ
ト
は

「土
地
な
き
民
」
と
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な

っ
た
。

海
の
従
属
者
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
レ
ト
の
地
位
に
あ

っ
た
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

は
、
も
は
や
海
に
い
な
い
。
し
か
し
、
空
け
ら
れ
た
従
属
者
の
地
位
は
、
程
な

く
し
て
次
の
集
団
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
る
。
次
章
で
は
、
サ
バ
州
東
岸
に
生
起

す
る
新
た
な
階
層
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

三
章

新

し

い
パ
ト

ロ
ン

・
ク

ラ
イ
ア
ン
墨
関
係

.

会
社
統
治
期
か
ら
、
第
二
次
大
戦
と
イ
ギ
リ
ス
の
直
接
統
治
時
代
を
経
て
、

か

つ
て
漂
海
民
と
呼
ば
れ
た
バ
ジ

ャ
ウ

・「ラ
ウ
ト
は
杭
上
家
屋
を
建
設
し
て
の

.
「定
住
」
生
活

へ
と
移
行
す
る
。
彼
ら
は

マ
レ
ー
シ
ア

・
サ
バ
州
に
お
い
て
、

「公
的
に
」

一
民
族
と
し
て
認
知
さ
れ
て

「サ
バ
州
民
」
と
な

っ
た

〔,)。

・
上
記
の
よ
う
な
バ
ジ
ャ
ウ

・
テ
ウ
ト
の
生
活
様
式
の
変
遷
と
、
ス
ー
ル
ー
海

の
不
穏
な
政
治
状
況
が
彼
ら
の
住
む
サ
バ
卅
に
も
及
ぶ
に
至
り
、
.か
つ
て
の
パ

ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
類
似
し
た
関
係
性
が
看
取
さ
れ
る
と
セ
イ
ザ

ー
は
言
う
。
関
係
を
構
成
す
る
二
者
が
誰
で
あ

っ
た
の
か
を
明
示
す
る
た
め
、

ま
ず

一
節
に
お
い
て
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
と

な

っ
た

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
ス
ー
ル
i
海
に
お
け
る
政
治
状
況
の
概
像
を
描

く
。
そ
の
次
に
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
の
旦
ハ体
的
な
事
例
を
セ
イ
ザ

1
の
民
族
誌
的
資
料
を
も
と
に
し
て
示
す
。

三
ー

一

ミ
ン
ダ
ナ
オ
内
戦
と

「難
民
」
の
発
生

一
九
五
〇
年
代
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
主
導
に
よ

っ
て
、
ル
ソ
ン
島
や
ピ

サ
ヤ
島
か
ら
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

ヘ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
入
植
が
進
め
ら
れ
た

(池
端

一
九
九
九
二
二
二
四
-
三
二
八
)。
北
部
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ

っ
て
、
先

住
民
た
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
た
ち
の
土
地
は
周
辺
へ
と
追

い
や
ら
れ
た
。
北
方
か

ら
の
入
植
者
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

の
人
々
と
の
問
の
軋
轢
は
日
増
し
に
程
度
を
増

し
て
い
っ
た

(鶴
見

一
九
八
四
"
一
六
六
ー

一
七
八
)
。

一
九
七
二
年
に
ヌ
ル

・
ミ
ス
ア
リ
を
中
心
と
し
て

「
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線

(ζ
ヒ
ピ
閃
)
」
が
組
織
さ
れ
る

(池
端

一
九
九
九
"
四
四
入
-
四
四
九
、

O
『
Φ

ζ
碧

一Φ
0
9
ミ
ー刈
Q。)
。
彼
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
南
部
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
の
分
離
独

立
を
主
張
し
て
、
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
連
帯
を
探
り
な
が
ら
イ
ス
ラ

ム
性
を
前
面
に
押
し
出
し
て
活
動
を
続
け
る

(鶴
見

一
九
入
四
二

七
九
-

一

八

一
)
。
ζ
乞
い
周
の
武
装
蜂
起
は

一
九
七
二
年

の
ホ
ロ
島
蜂
起
に
始
ま

っ
た
。

ζ
乞
い
「
は
リ
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
他

の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
の
支
援
を
受
け

て
、
激
し
く

ブ
イ
リ
ピ
ン
政
府
に
抵
抗
し
た

(鶴
見

一
九
八
四
…
一
八
四
-

一

八
六
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
ホ
ロ
島
を
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
拠

点
と
み
な
し
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。

一
九
七
四
年

の
ホ
ロ
市
に
お
け
る
政
府
軍
と

ζ
Z
い
悶
と
の
衝
突
は
双
方
に
多
数
の
死
者
を
出
し
た

(鶴
見

一
九
八
四
二

八

一
ー

一
八
二
)。

フ
子
リ
ピ
ン
軍
と
ζ
乞
い
周
と
の
衝
突
は
、
リ
ビ
ア
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ム

国
家
の
主
導
に
よ
っ
て

一
九
七
六
年
に

一
応
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
た

(池
端

一

82



九
九
九
"
四
四
九
)。
そ
の
後
も
局
地
的
に
戦
闘
は
続
い
た
が
、
ζ
乞
い
「
と
フ
ィ

リ
ピ

ン
政
府
は

一
九
九
一、二
年
の
暫
定
休
戦
協
定
を
経
て
、

一
九
九
六
年
に
和
平

協
定
を
締
結
し
た

(池
端

一
九
九
九
"
四
五
〇
i
四
五

一
、
四
五
八
)。

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

ス
ー
ル
ー
海
の
民
族
構
成
も
変
化
を
被
る
。
、

一
九
七
〇
年
代
の
ス
ー
ル
ー
海
の
状
況
に
つ
い
て
研
究
し
た

こ
.ッ
モ
は
、
内
戦

の
他
に
い
く
つ
か
要
因
を
挙
げ
な
が
ら
人
の
移
動
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
(m
>。

彼
に
ま
る
と
、
ホ
ロ
島
に
居
住
す
る
タ
ウ
ス
グ
族
が
南
西
方
向

へ
と
移
動
し
た

こ
と
で
、
サ
マ
/
バ
ジ
ャ
ウ
系
の
人
々
、
と
り
わ
け
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
追

い
や
ら
れ
る
形
で
サ
バ
州

へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。
ニ
ッ
モ
は
こ
れ
を
ド
ミ
ノ

効
果
と
呼
ぶ

(乞
巨
ヨ
o
一㊤
。。窪
ω
一
と
n)。

ド
ミ
ノ
効
果
に
伴

っ
て
マ
レ
ー
シ
ア

・
サ
バ
州
に
流
入
し
た
人
の
数
は
、
十

万
か
ら
二
十
万
と
見
積
も
ら
れ
る

(鶴
見

一
九
八
六
N
八
五
-

八
六
)。
し
か
し
、

正
確
な
数
字
を
知
る
こ
と
は
、
彼

ら
の
立
場
を
顧
慮
す
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

サ
バ
州
内
で
発
表
さ
れ
る
数
字
は
し
ば
し
ば
そ
の
値
を
変
え
る

(浜
元

一
九
九

五
"九

一
-
九
三
、

¢
Φ。・
⊆σq茜
8
9
ら。刈
)。

三
ー

二

具
体
的
な
事
例

"
セ
イ
ザ
ー
の
民
族
誌

よ
り

(3

サ
バ
州
政
府
が
国
連
高
等
難
民
弁
務
官
事
務
所

(¢
乞
=
○
包

と
歩
調
を
合

わ
せ
て

「難
民
」
対
策
を
行
な

っ
て
い
た
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

「
難
民
」

は
内
務
省

の
管
轄

の
下
、
州
政
府
に
指
示
さ
れ
て
セ
ン
ポ
ル
ナ
地
区
の
中
に
あ

る
居
住
区
に
移
る
。
し
か
し
、
d
=
=
O
幻
の
再
定
住
区
の
他
に
も
フ
ィ
リ
ゼ
ン

人
は
居
住
七
て
い
る
。
セ
ン
ポ
ル
ナ
近
郊
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
住
む
共
同

体

〔B
}と
し
て
、
セ
不
ザ
ー
は
代
表
的
な
四
つ
を
挙
げ
る

(ω
軌
夢
臼

這
り
N
。。
刈
-

。。
。。
)
。そ

の
中
に
は
、
彼
が
調
査
を
行

っ
て
き
た
集
落
で
あ
る
バ
ン
ガ
ウ
バ
ン
ガ
ウ

も
含
ま
れ
る
。
バ
ン
ガ
ウ
バ
ン
ガ
ウ
は
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
以
前
漂
海
民

で
あ

っ
た
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
新
し
く
築

い
た
杭
上
家
屋
の
集
落
で
あ
る
。

バ
ン
ガ
ウ
バ
ン
ガ
ウ
で
は
ブ
イ
リ
ピ

ン
か
ら
の

「難
民
」

の
数
が

一
九
七
九
年

の
時
点
で
共
同
体
内
の
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
は

「よ
そ
者

の
」
を
意
味
す
る

「
プ
.ラ
リ
ア
ン

(b
Φ貯
註
.碧

)」
と
呼
ば
れ
る

(Qり
讐
げ
雲

一①
◎。曲
N
♪
一㊤
ΦS
Q。刈
)。

彼
ら
は
、
合
法
的
に
サ
バ
州
に
と
ど
ま
る
た
み
起
、
サ
バ
州
民
の
支
援
を
仰

ぐ
必
要
が
あ

つ
た
。
彼
ら
の
身
元
を
保
証
す
る

「サ
バ
州
民
」
は

「ジ
ャ
ル
ミ

ン

ぐ
勘ぎ

貯
)
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
ら
は
プ
ラ
リ
ア
〉
の
親
戚
で
あ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
プ
ラ
リ
ア
ン
は
身
元
保
証
の
代
価

と
し
て
、
「金
銭
の
支
払

い
を
す
る
か
、
も
し
く
は
金
銭
の
支
払
い
以
外
の
形
で

ジ
ヤ
ル
ミ
ン
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
保
証
人
た
る
ジ

、ヤ
ル
ミ
ン
は
、
プ
ラ
リ
ア
ン
に
職
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
記
し
た
文
書
を
、
サ

バ
州

の
移
民
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ジ
ャ
ル
ミ
ン
と
関
係
を
結

ん
だ
者
は
、
「ジ
ャ
ル
ミ
ナ
ン

ぐ
逗
§
ざ
価
b
)
」
と
い
う
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
来

た
人
々
は
、
被
雇
用
者
に
な
る
こ
と
で
サ
バ
州
で
の
滞
在
が
許
さ
れ
る
が
、
、実

際
に
ジ
ャ
ル
ミ
ン
は
ジ
ャ
ル
ミ
ナ
ン
に
職
を
ほ
と
ん
ど
与
え
て
お
ら
ず
、
名
目

・上
の
地
位
に
と
ど
ま

っ
て
い
る

(oo
p
讐
興

一り
◎。
宀
b。轟
し
8
S
⑳
Q。
)。

プ
ラ
リ
ア
ン
は
生
業
が
限
ら
れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
①
資
本
金
が
か
か
ら

な
い
こ
と
や
、
②
交
易
や
賃
労
働
に
比
べ
て
従
事
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
漁
業

に
従
事
す
る
。

一
九
七
九
年
の
時
点
で
、
漁
撈
を
主
た
る
生
業
と
し
て
い
る
世
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噛

,

帯
の
半
数
以
上
が
、
プ
ラ
リ
ア
ン
世
帯
で
あ
る
。
以
前
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に

よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
村
の
漁
撈
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
来
た
人
々
に
取

っ
て

代
わ
ら
れ
た

(一ぼ
α
.)。

海
産
物
の
ジ

ャ
ル
ミ
ン
の
中
に
は
、
身
元
を
引
き
受
け
た
プ
ラ
リ
ア
ン
を
利

用
し
て
大
規
模
な
集
団
漁
を
組
織
す
る
者
も
出
始
め
る
。
セ
イ
ザ
ー
は
二
人
の

ジ

ャ
ル
ミ
ン
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。
T
と
い
う
男
は
0
島
付
近
の
漁
場
ま
で
数

隻
の
船
を

エ
ン
ジ
ン
ボ
ー
ト
で
曳
航
し
て
い
く
。
目
的
地
に
到
着
す
る
と
、
曳

航
さ
れ
て
き
た
船
に
乗
る
ジ

ャ
ル
ミ
ナ
ン
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
船
を
操
縦
し
、

イ
カ
や
タ
コ
を
捕
獲
す
る
。
T
は
必
要
経
費
を
除
い
た
収
益
は
漁
に
携
わ

っ
た

人
で
均
等
に
配
分
す
る

(ω
鋤
冖ゴ
①
「
一
ΦΦ
刈
"○◎
㊤)
。

S
と

い
う
男
は
T
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
や
り
方
で
漁
を
組
織
す
る
。
大
き
な
違

い
は
、
必
要
経
費
を
受
け
取
ら
な

い
代
わ
り
に
、
漁
に
従
事
し
た
者
か
ら
魚
を

得
る
際
に
市
場
価
格

の
お
よ
そ
四
分
の

一
で
魚
を
買
い
取
る
点
で
あ
る
。
ガ
ソ

リ
ン
な
ど

の
必
要
経
費
は
彼
が
市
場
で
得
る
利
益
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
る
。
彼

の
取
る
様
式
は
、
「
マ
グ
パ
ジ
ャ
ッ
ク

(臼
鋤題
鉱
鋤
δ
」
と
し
て
バ
ジ
ヤ
ウ

・
ラ

ウ
ト
の
間
で
知
ら
れ
る
。
S
は
ジ

ャ
ル
ミ
ン
と
し
て
有
利
な
価
格
で
得
た
獲
得

物
を
市
場
で
取
り
引
き
し
て
利
益
を
得
6

一
方
で
、
市
場
で
の
リ
ス
ク
も
ま
た

背
負

い
込
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
何
ら
か
の
理
由
で
出
漁
で
き
な

い
時
は
、

ジ
ャ
ル
ミ
ナ
ン
及
び
そ
の
家
族
の
扶
養
を
期
待
さ
れ
る

(ω
9けげ
①
『
一Φ㊤
刈
"Q◎
㊤
)。

フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
来
た
人
々
は
、
バ

ン
ガ
ウ
バ
ン
ガ
ウ
で
ジ
ャ
ル
ミ
ン
と
関

係
を
結
ぶ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
彼
ら
の
間
に
結
ば
れ
る
関
係
は
原
則
と

し
て
雇
用
4
被
雇
用
の
関
係
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
は
な
か

っ
た
社
会
的
な

階
層
関
係
が
バ
ン
ガ
ウ
バ
ン
ガ
ウ

の
中
に
生
じ
て
き
て
い
る
、
と
セ
イ
ザ
ー
は

い
う

(ま
莚
●)。

セ
イ
ザ
ー
は

一
連
の
現
象
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

は
自
身
を
周
囲
の
陸
の
パ
ト
ロ
ン
か
ら
解
き
放

っ
た
が
、
非
常
に
良
ぐ
似
た
関

係
が
外
部
と
同
様
に
内
部
に
創
造
さ
れ
て
ぎ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
バ
ジ

ャ
ウ

・

ラ
ウ
ト
が

「難
民
」
の
パ
ト
ロ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
あ
る
種

の
契
約
と
し
て
、

こ
う
し
た
結
び
つ
き
は
過
去
に
お
い
て
陸
の
人
々
と
海
の
人
々
と
の
間
に
あ

っ

た
関
係
に
非
常
に
類
似
し
て
い
る

(ω
9
冖『
Φ『
一り
鐔
H
N心
ートσ
O
殖
一り
O刈
"
◎◎Φ
)
〔M
.。

セ
イ
ザ
r
は
現
代
の
バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
活
動
の
中
に
、
か

つ
て
ス
ー
ル

ー
王
国
期
に
存
在
七
て
い
た
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
の
復
活
を
見
て
、

い
る
。
確
か
に
、
ス
ー
ル
ー
王
国
期
に
交
わ
さ
れ
て
い
た
関
係
と
、
現
代
に
お

け
る
新
し
い
関
係
は
類
似
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
筆
者
に
は
類
似
以

上
に
差
異
が
大
き
く
映
る
。
次
章
で
は
、
両
者
の
間
に
横
た
わ
る
大
き
な
裂
け

目
に
つ
い
て
、
両
者
を
比
較
し
つ
つ
論
じ
て
い
き
た
い
。

四
章

二

つ
の
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
関
係

被
支
配
者
と
し
て
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
位
置
を
脱

.

し
て
経
済
的

・
宗
教
的
に

「認
知
」
さ
れ
て
い
っ
た
後
に
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら

の

「難
民
」
が
到
来
し
て
、
サ
バ
州
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
と
取
り
結
ぶ
関
係

に
セ
イ
ザ
ー
は
百
年
近
く
前

に
広
く
見
受
け
ら
れ
た
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
関
係
と
の
相
似
を
見
る
。

し
か
し
、
三
章
の
終
わ
町
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
簡
単
に

「復
活
」
と
見
る

こ
と
は
、
あ
ま
り
に
文
脈
を
看
過
し
た
分
析
に
見
え
る
。
本
章
で
は
そ
の
相
違

瞿
'



点
を
検
討
し
て
い
く
。

思
う
。

そ
の
後
で
研
究
の
展
望
を
ひ
ら
き
、
稿
を
閉
じ
た
い
と

四
1

一

パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

人
類
学
に
お
い
て
、
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
は
主
に

「農
民
社
会
」

と
、
よ
り
大
き
な
経
済
シ
ス
テ
ム
と
の
問
で
交
わ
さ
れ
る
関
係
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
き
た
。

一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
農
民
社
会
の
研
究

を
概
観
す
る
芳
賀
は
、
「農
民
社
会
」
と

「外
部
」
と
の
多
様
な
関
係
を
パ
ト
ロ

ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
し
て

一
括
す
る
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
関
係
を
拡
大
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る

(芳
賀

一
九
七
七
)。

彼
は
親
族
関
係
や
友
人
関
係
、
儀
礼
的
血
縁
関
係
と
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
関
係

の
相
違
を
示
そ
う
と
す
る
。
彼
億
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係

を
特
徴
づ
け
る
い
く
つ
か
の
指
標
そ
示
す
。
①
個
別
性
、
②
自
発
性
、
③
互
酬

性
、
④
継
続
性
が
彼
の
示
す
そ
れ

で
あ
る

(前
掲
書
二

〇
二
ー

一
〇
三
)。
彼

は
、
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
お
け
る
、
階
層
性
あ
る
い
は
地
位
の

非
対
称
性
に
重
き
を
置
こ
う
と
は
し
な
い
。
パ
ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関

係
を
特
徴
付
け
る
階
層
性
は
、
彼

の
示
す
特
徴
の
中
の
互
酬
性
と

の
鬨
連
に
お

い
て
論
じ
ら
れ
る
と

い
う
。

つ
ま
ザ
、
「パ
ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
い
う
タ

ー
ム
の
字
義
通
り

の
解
釈
に
あ
え

て
こ
だ
わ
ら
ず
、
互
酬
的
に
交
換
さ
れ
る
物

資
と
奉
仕
の
中
身
が
流
れ
る
方
向

に
よ

っ
て
質
的
に
異
な
り
、
か
つ
そ
の

一
方
.

の
流
れ
を
バ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
と
し
て
把
握

で
き
る
な
ら
ば
、
バ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
送

り
手
を
パ
ト
ロ
ン
、
受
け
手
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
み
な
す
視
点
に
立
つ
」
(前
掲

書
二

〇
四
)の
だ
と
い
う
。

芳
賀

の
定
義
は
、
世
界
諸
地
域
に
見
ら
れ
る
種

々
の

「そ
れ
ら
し
き
も

の
」

を
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
い
う

一
タ
ー
ム
の
中
に
包
含
し
よ
う
と

し
て
、
そ
の
意
味
が
拡
散
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
彼
が
階
層
性
を
遠
景

に
差
し
置

い
た
こ
と
は
本
論
文
と
の
関
連
に
お
い
て
有
効
な
視
座
を
提
供
し
て

く
れ
る
。
関
係
を
構
成
す
る
二
者
の
パ
ト
ロ
ン
性
あ
る
い
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
性

を
問
題
ど
す
る
の
で
は
な
く
て
、
両
者
間
の
関
係
の
質
の
相
違

へ
と
注
意
が
向

け
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
階
層
的
な
関
係
の
異
な
る
性
質
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

両
者
の
対
照
を
描
き
出
す
。

四
1

一
一

異
な
る
階
層
性

ス
ー
ル
ー
王
国
期
の
パ
ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
関
係
も
、
現
代
の
パ
ト

ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
も
、
権
ガ
者
が
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
庇
護
を
与
え
て

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
そ
れ
に
貢
納
で
応
じ
る
と

い
う
構
図
が
あ
る
。
パ
ト
ロ
ン
は

あ
る
種
の
権
威
に
基
づ
い
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
守
護
す
る
。
し
か
し
、
結
論
を

先
取
り
し
て
言
う
訟
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ト
ロ
ン
の
拠

っ
て
立

つ
権
威
の
種

類
が
異
な
る
。
こ
の
権
威
の
源
の
差
異
こ
そ
が
、
二
つ
の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
関
係
の
差
異
を
指
し
示
す
。

ス
ー
ル
ー
王
国
時
代
の
パ
ト
ロ
ン
は
、
ス
ー
ル
ー
王
国
の
位
階
の
シ
、ス
テ
ム

の
中
で
認
知
さ
れ
た
陸
地
の
首
長
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
二
章
で
述
べ
凌
と
お

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
首
長
は
ス
ゼ
ル
ー
王
国
の
ス
ル
タ
ン
の
任
命
に
よ
る
も

の
の
、
任
命
は
地
方
の
既
存
の
首
長
の
追
認
で
あ

っ
た
。
ス
ル
タ
ン
の

「任
命
」

は
名
目
上
な
も
の
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ト
ロ
ン
の
権
威
は
パ

ト
ロ
ン
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
問
の
関
係
が
埋
め
込
ま
れ
た
、
よ
り
大
き
な
政
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治
シ
ス
テ
ム
と
は
関
連
せ
ず
に
存
立
し
え
た
。
パ
ト
ロ
ン
は
、
従
者
の
数
が
そ

の
権
勢
を
示
す
、
個
人
的
に
築
き
上
げ
た
権
威
に
よ

っ
て
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
そ
の
懐

へ
と
招
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
現
代
の
パ
ト
ロ
ン
と

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ン
を

パ
ト
ロ
ン
た
ら
し
め
る
権
威
は
、

ス
ー
ル
ー
王
国
期
の
よ
う
な
個
人
的
な
権
勢

で
は
な

い
。

フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
到
来
す
る

「難
民
」
を
前
に
、
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
庇
護
す
る
立
場
に
た

つ
者
は
必
ず
し
脇
特
殊
な
実
力
者
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

彼
を
パ
ト
ロ
ン
た
ら
し
め
る
要
素
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
で
あ
る
と
い
う
点

に
あ
る
。
「難
民
ト
を
身
元
保
証
す

る
の
に
必
要
な
の
は
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
内

で
の
合
法
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
で
あ

る
。
・す
な
わ
ち
、
パ
ト
ロ
ン
の
権
威
は
、
対

面
す
る
二
者
関
係
を
包
含
す
る
国
民
国
家
シ
ス
テ
ム
が
あ

っ
て
初
め
て
成
り
立

つ

。と
こ
ろ
で
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
ら
は
非
対
称
な
関
係
の
分
析
に
お
い
て
.「先
行
性

(b
『①o
①位
⑦
昌
8
)」
を
用
い
て
論
じ
る

(「
o×
お
㊤①
)。
「先
行
性
」
は
相
補
的
な

カ
テ
ゴ
リ
ー

(年
上
の
/
年
下
の
、
先
に
生
ま
れ
た
/
後
で
生
ま
れ
た
、
な
ど
)

に
基
づ

い
て
言
語
学
的
に
構
築
さ
れ
、
再

帰
的
に
関
係
の
連
鎖
を
作
り
出
す
。

単

一
の
価
値
に
よ
る
関
係
に
基
づ

い
た
階
層
性
と

い
っ
た
捉
え
方
に
対
し
て
、

「
先
行
性
」
は
構
造
的
な
相
対
性

を
持
ち
、」
偶
発
韵
な
も
の
で
あ
る
と
す
る

(「
o
×
一〇
㊤
①
"
一ω
一
-一ω
N
)。
フ
ォ
ッ
ク
ス
ら
に
な
ら

っ
て

「先
行
性
」
と
い
う
補

助
線
を
引
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
異
な
る
種

類
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
主
張
を
繰
り
返
し
た
い
。

現
代

の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
お
い
て
、
パ
ト
ロ
ン
を
パ
ト
ロ

ン
の
位
置

へ
収
め
る
の
は
、
サ
バ
州
で

「
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
」
あ
る
い
は

「
サ

バ
州
民
」
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
と

い
う
点
に
あ
る
。
二
つ
の
国
民
国
家
が
形

成
さ
れ
た
時
に
、
、「
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
」
あ
る
い
は

「サ
バ
州
民
」
と
い
う

ス
テ

イ
タ
ス
を
得
た
者
は
、
「難
民
」
に
対
し
て
相
対
的
に

「先
行
性
」
を
持
つ
。
ど

、

れ
ほ
ど
柑
対
的
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
国
民
国
家
の
領
域
内
に
先
ん
じ
て

「定
住
」
し
た
と

い
う

「先
行
性
」
が
、
階
層
を
構
成
す
る
権
威
と
な

っ
て
い
る

〔15
)O確

か
に
、
ス
ー
ル
i
王
国
期
に
パ
ト
ロ
ン
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
多
か

っ

た
タ
ウ
ス
グ
族
の
起
源
神
話
に
お

い
て

「先
行
性
」.
が
優
位
性
の
根
拠
と
な

っ

て
い
た
。
た
だ
、
,
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
そ
う
し
た
起
源
神
話
は
、
現
存
す
る

階
層
性
か
ら
演
繹
さ
れ
た

「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
化
」
の
結
果
で
あ
る
。
パ
レ
セ
ン

ら
の
言
語
学
的
研
究
は
こ
れ
を
裏
付
け
る

(勹
⇔
=
①
ωΦ
P
一㊤
QO
α
)。

つ
ま
り
、
ス

ー
ル
ー
王
国
期
に
は
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
か
ら

「先
行
性
」
が
導

き
出
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
現
代
の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
で
は

一

つ
の
国
民
国
家

へ
の

「先
行
性
」
が
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
を
形
成

し
た
。

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
階
層
性
の
根
源
に
あ
る
差
異
に
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
。
地
位
の
階
層
性
と
い
う

一
点
に
お
い
て
二
つ
の
パ
ト
ロ
ン

・

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
置
か
れ
た
文
脈
は
異
な
る
。
特
に
後
者
に
お
い
て
国
家

の
介
在
を
看
過
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
〔田
)。
前
者
が
前
近
代
的
な
国
家
シ
ス
テ
ム
内
の
関
係
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
後
者
は
近
代
的
な
国
家
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し
た
関
係
で
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
の
難
民
を
研
究
す
る
マ
ル
ッ
キ
は
、
流
動
的
な
事
象

の
中
の
国

民
国
家
シ
ス
テ
ム
の
存
在
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る

(ζ
9。一葵
=

Φ
ON
)。
筆
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者
も
ま
た
ス
ー
ル
i
海
に
お
い
て
同
じ
こ
と
を
主
張
す
る
。
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ

ト
に
つ
い
て
の
人
類
学
的
研
究
も
ま
た
、
近
代
的
な
構
築
物
と
し
て
の
国
民
国

家
の
存
在
を
射
程
に
捉
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

確
か
に
近
代
以
前
の
ス
ー
ル
ー
海

で
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
は
海
の
上
を
自
由

に
往
来
し
、
ま
た
同
時
に
、
こ
の
自
由
さ
が
当
地
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
存
立
基

盤
に
な

っ
て
い
た

身
。
し
か
し
、
同
様

の
視
点
を
現
代
に
設
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
移
動
の
舞
台
と
し
て
の
ス
ー
ル
i
海
も
ま
た
国
民
国
家
の
秩
序
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
か
に
境
界
に
近

い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た

と
し
て
も
、

い
か
に
物
理
的
に
境
界
を
越
え
る
こ
と
が
容
易
だ
と
し
て
も
。
彼

ら
を
分
析
す
る
枠
組
み
は
現
代
的
な
事
象

へ
の
注
意
を
向
け
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

セ
イ
ザ
ー
は
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

に
つ
い
て
の
包
括
的
な
民
族
誌
を
残
し
た

一
人
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背

景
の
描
写
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
の
、
そ
れ
と
彼
の
行

っ
た
ミ
ク
ロ

な
人
類
学
的
な
実
地
調
査
が
有
機
的

に
結
合
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
が
言
う
と
こ

ろ
の
パ
ト
ロ
ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
の
類
似
性
は
、
二
者
間
の
関
係
性

の
み

に
注
意
を
向
け
た
結
果
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
彼
の
民
族
誌
の
抱
え
る
欠
陥
、

す
な
わ
ち
彼
ら
の
置
か
れ
て
い
る
文
脈
を
考
察
の
対
象
と
し
な
か

っ
た
こ
と
を

示
す
。

四
-

三

展
望

近
代
的
な
構
築
物
、
と
り
わ
け
国
家
を
人
類
学
的
研
究
の
視
野
に
捉
え
る
必

要
性
を
筆
者
は
主
張
し
た
。
ス
ー

ル
i
海
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
交
易
活
動

を

宀
越
境
」
を
手
が
か
り
に
研
究
す
る
床
呂
も
ま
た
同
二
の
方
向
性
を
示
唆
す

る
が
、
国
家
的
な
る
も
の
の
扱

い
方
に
お
い
て
筆
者
の
見
解
と
相
違
を
見
る
。

異
な
る
方
向

へ
の
展
開
を
示
唆
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

床
呂
は

一
九
九
σ
年
代
前
半
に
主
に
人
類
学
的
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果

を

い
く

つ
か
の
論
文
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

一
九
九
九
年
に
は
モ
ノ
グ
ラ
フ

を
著
し
た
。
彼
は
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を

「訂
由
な
海
の
民
」
と
し
て
描
く
こ

と
を
、
西
洋
の
反
転
像
と
し
て
鋳
型

へ
と
流
し
込
む
あ
る
種
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ

ズ
ム
で
あ
る
と
批
判
を
加
え
る

(床
呂

一
九
九
九
"
一
六
五
ー

一
六
七
)
。

.
し
か
し
、
床
呂
は
彼
ら
の

「越
境
」
と
い
う
実
践
の
中
に
特
別
な
意
味
を
付

加
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
床
呂
は
言
う
。
「彼
ら
.ス
ー
ル
ー
の
海

の
民
は
、
複
数

の
国
民
国
家
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
国
家
と
国

家
の

『は
ざ
ま
」
と
し
て
ボ
ー
ダ
ー
を
逆
手
に
と

っ
て
生
き
る
人

々
な
の
だ
」・

(前
掲
書
"
一
六
六
)
。
こ
れ
以
外
に
何
度
か
述
べ
ら
れ
る

「逆
手
に
と
っ
て
」
と

い
う
言
葉
は
彼
の
立
場
を
端
的
に
示
す
。
「
ス
ー
ル
ー
の
海
の
民
」
が
国
境
を

「逆
手
に
と

っ
て
」
、
「利
用
」
す
る
と
表
象
す
る
時
に
、
床
呂
は
近
代
的
な
国
民

国
家
シ
ス
テ
ム
の
存
在
に
関
し
て
巨
身
が
行
な

っ
た
記
述
か
ら
何
と
か
逃
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
彼
は
国
境
を
次
の
よ
う
に
捉
え
る
。
「権
力
に
よ
っ
て
明
確
に

固
定
さ
れ
た
筈
の
国
境
線
は
、
そ
れ
を
逆
手
に
と

っ
て
活
動
す
る
人
々
の
日
常

的
な
実
践
に
よ
「っ
で
絶
え
ず
振
動
し
、
揺
ら
ぎ
を
含
ん
だ
存
在
と
し
て
立
ち
現

わ
れ
て
く
る
」
(床
呂

一
九
九
九
"
一
六
七
)
。
人
々
の
行
う
へ、、ク
ロ
で
日
常
的

な
実
践
は
、
・国
境
線
を
揺
る
が
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

国
民
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
相
対
化
し
よ
う
と
彼
が
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
国
境

は
ふ
た
た
び
揺
ら
い
で
い
き
、
床
呂
の
批
判
し
よ
う
と
す
る

「国
家
な
き
自
由
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な
海
の
民
」
に
再
接
近
す
る
危
険
を
孕
む
。
筆
者
は
床
呂
の
見
解
を
過
剰
解
釈

で
あ
る
と
考

え
る
。
(そ
れ
が
何
で
あ
れ
)
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
の
海
を
渡
る
と

い
う
行
為
の
中
に
層「逆
手
に
と

っ
て
」
と

い
っ
た
実
践
知
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
意

図
を
読
み
込
も
う
と
す
る
彼

の
見
解
は
、
中
川
が
い
う
と
こ
ろ
の
解
釈
行
為
で

あ
り

(中
川

一
九
九
六
二

七
-

一
八
)
、
そ
れ
は
人
類
学
者
の
営
為
で
は
な
い
、

だ
ろ
う
。
人
々
の
行
為
を
行
動
そ
の
も

の
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏

ま
え

つ
つ
も
、
こ
ち
ら
側
の
姿
勢
を
織
り
込
む
よ
う
な
意
図
の
記
述
は
避
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
床
呂
と
筆
者
は
袂
を
分
か
つ
。

人
類
学
者
が
現
代
に
お
い
て
バ
ジ
ャ
ヴ

ニ
ァ
ウ
ト
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
際

-に
は
、
政
治

・
経
済
と

い
っ
た
彼

ら
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
み
文
脈

へ
の
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
彼
ら
の
行
為
の
中
に
特
別
な
意
図
を

読
み
こ
む
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。
国
民
国
家
や
資
本
主
義
経
済
な
ど
の

介
在
の
中
で
、
彼
ら
の
行
為
を
ど

の
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の

か
と
い
っ
た
探
求
を
も
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
ゆ

お

わ
り
に

本
論
文
で
は
、
ス
ー
ル
i
海
の
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
人
類
学
的

研
究
の
方
向
性
を
探
る
べ
く
、
ス
ー
ル
ー
王
国
時
代
と
現
代
の
二
つ
の
パ
ト
ロ

ン

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
を
比
較

し
て
そ
の
差
異
の
質
を
示
し
た
。
移
動
性
が

高
い
と
さ
れ
て
き
た
バ
ジ
ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
も
現
代
的
な
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け

な
い
こ
と
に
は
、
彼
ら
の
社
会
や
文
化
の
像
を
描
き
損
な
う
。
筆
者
の
見
解
は
、

国
民
国
家
の
存
在
を
忌
避
し
よ
う
と
す
る
論
者
に
と

っ
て
は
悲
観
的
な
見
解
か

も
し
れ
な
い
が
、
虚
構
で
あ
る
と
退
け
る
時
に
隠
蔽
す
る
も
の
の
大
き
さ
に
自

覚
的
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
.人
類
学
的
研
究
の
内
に
そ
れ
ら
を
適
切

に
配
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
文
が
す
べ
て
先
行
す
る
文
献
研
究
に
の
み
依
拠
し
て
い
る
こ
と

の
限
界
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
.本
論
文
は
問
題
を
提
起
し
た
に
過
ぎ
な
い
つ

提
起
し
た
点
が
指
し
示
す
方
向
に
、
人
類
学
的
な
調
査
と
共
に
歩
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

《
注

》(1
)

た

と
え

ば

内

田

(内

田

一
九

九

三

)
、

ジ

ョ

ン

ス
ト

ン

(冒

5
Φ
ω
8

ロ
Φ

一〇
㊤
ら。
)

な

ど

の
ほ

か

に
、

一
九

八

○
年

代

に

家

船

で

バ
ジ

ャ

ウ

・
ラ

ウ
ト

と

共

同

生

活
を

行

っ
た

門

田

が
、

彼

ら

の
生

活

を

詳

細

に
報

告

し

て

い
る

(門

田

「
九

八

六
、

一
九

九

〇
)
。

(
2

)

バ

ジ

ャ

ウ

の

ほ

か

に

、

「
パ

ラ

ア

ウ

(
b
鋤
訂

ガ

巳

」

や

「
ル

ワ

ア

ン

(
ご

ミ
魁

魁
b
)
」

と

い

っ
た

差

別

的

ニ

ュ

ア

7

ス

を

含

ん

だ

呼

称

も

あ

る

(oo
山
冖す
①
「
一
㊤
銓

冖
一bQ
I一
ω
)
。

(
3

)

セ

イ

ザ

i

(
ω
碧

げ
Φ
機

一
り
刈
9

一
り
◎。
心
.
一
Φ
◎。
伊

一
り
Φ
鉾

一
り
り
刈
)
、

ニ

ッ

モ

「

(Z
巨

ヨ

o

一⑩
O
。。
℃
一
㊤
。。
◎

一
㊤
Φ
O
、

ニ
モ

ニ

○

〇

一
)

を

参

照

。

こ

の

他

に

、

ウ

ォ
ー

レ

ン
も

サ

バ
州

東

岸

の
バ

ジ

ャ

ウ

・
ラ
ウ

ト

に

つ

い

て

研

究

し

て

い

る

.
(≦

霞

お

尸

O

一
Φ
。。
O
)
。

ラ
ピ

ア

ン
と

長

津

は

東

南

ア
ジ

ア

地

域

に
お

け

る

サ

マ
/

バ

ジ

ャ

ウ

研

究

を

広

く

概

観

し

て

い

る

(い
p
℃
冨

p

卸

乞
濃

p・
房

⊆

一〇
〇
〇
)

(
4
)
床
呂

(床
呂

一
九
九
二
、

一
九
九
六
、

一
九
九
九
)
、
長
津

(長
津

「
九
九

四
、

一
九
九
七
、

二
〇
〇

一
)

を
参

照
。
彼
ら

の
ほ
か
に
、
赤
嶺

が
ス
ー

ル

ー
海

で
の
漁
撈
形
態

の
変
化
と
そ

の
流
通

に

つ
い
て
論

じ
て

い
る

(赤
嶺

一
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ぐ.

九

九
九

)。

ま
た
、

ス
ー
ル
ー
海
.の
宗

教
に

つ
い
て
は
、
三
浦

が
い
く

つ
か

の

論
稿

に
ま
と
め

て
い
る

(
三
浦

一
九
八
三
、

一
九
八
四
)。

〈
5
)・
バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ

ウ
ト

の

「定
住
」
化

の
過
程
お
よ
び

そ
の
諸

側
面
に

つ
い
て

は
、
床
呂

(床
呂

一
九
九
九
)
や
長
津

(長
津

一
九
九
四
)
に
よ

る
レ
ビ

ユ

ー
を
参

照
し
た
。
ま

た
、

ス
ー
ル
ー
諸
島

の
シ
タ

ン
カ
イ
島

で
調
査

を
行

っ

た
寺

田
は

「定
住
」
と
国
民
化
を
併
せ

て
論
じ
て

い
る

(寺

田

一
九
九
六
)。

(6
)
床
呂

は

ス
ー

ル
ー
諸
島

で
伝
統

的
に
家
鉛

で
生
活
を

し
て
き
た
漂
海
民

が
、

杭

上
家
屋
を
建

設

・
居
住
し

て
い
る
事

例
を
挙
げ
な

が
ら

、
漂
海

生
活
と
定

住

生
活

と
を

対
立
す
る
二
項
と
せ
ず
、
.
「
両
者

の
問
に
は
架
橋
不
可
能
な
断
絶

を

想
定
す
る
よ
り

は
、
む
し

ろ
ゆ
る
や
か

に
移
行
し

て

い
く

グ
ラ
デ
ー
シ

ョ

シ

の
よ
う

な
も
の
を
想

定
し
た
ほ
う
が
実
情
に
近

い
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
」

(床
呂

一
九
九
九
二

四

〇
)
と
」い
う
。
ま
た
、
杭
上
家
屋
に
住

み
始
め
売
後

に
再
び
家
船
で

の
生
活
を
始

め
た
事

例
を
引
き
な

が
ら
、
移

動
性

の
高

い
生

活

か
ら
定
住
的

な
生
活

へ
の
移
行

が

「
後
戻
り
不
可
能
な
過

程
と

は
言

い
切

れ
な

い
」

と
す

る

(前
掲
書
、
同
頁
)
。

(7
)

ス
ー

ル
ー
王
国

の
経
済
的
繁
栄

の
性
質

は
、
ウ

ォ
ー
レ

ン

(鬢

β・
護
Φ
P

一
・
劉

一
㊤
◎。
一
)

に
よ

っ
て
研
究
さ
れ

て
い
る
。
彼

は

ス
ー
ル
ー
海
で

の
王
国
を
中
心

と
し
た
経
済
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
明
ら
か

に
し
、
こ
れ
を

「
ス
ー
ル
ー
ゾ
ー

ン
」

と
名
づ
け
た
。

、

(8
)

こ
う

し
た
交

易

の
中
心

地
と
な

っ
売

都
市
と

し
て
セ

ン
ポ

ル
ナ
が
上
げ
ら
れ

る
。

セ
ン
ポ

ル
ナ

の
形
成
と

バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト

の
関
係

に

つ
い
て
は
ウ

ォ

ー
レ

ン

(妻
9
N
民①
P
℃
一
`
閃
疊
一
㊤
刈
一)

の
議
論
を
参
照
し
た
。

(9
)
サ

バ
州

の
公
式
統
計

に
も
バ
ジ

ャ
ウ

の
項

が
設

け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
サ

バ

州
の
統
計
は
そ

の
項
目
が
し
ば

し
ば
増
加
と
減
少
を
呈
す

る

(穿

霞

一
㊤
謡
)
。

州
政
府

の
政

治
と
も
関
連
す

る
問
題

で
あ

る
。
サ

バ
州
に
お
け
る

エ
」ス
ニ
シ

テ
ィ

の
概
況
に

つ
い
て
は
上
杉

(
q
①
ω邑

b。
8
0
)

の
議
論
を
参
考
に
し
た
。

バ
ー0

)

ニ

ッ
モ

(Z
巨

8
0

一
㊤
◎。
O
)
や

ハ
ッ
サ

ン

(=
9。
ω
鴇

コ
一
〇
刈
Q。
)

の
研

究
は
、

人

々
の
移
動
が
必
ず

し
も

内
戦

の
み

に
よ

る
も

の
で
は
な

い
こ
と
を

示
唆
す

・
る
。

ブ
イ
リ
ピ

ン
で
の
経
済
機
会

の
少
な
さ

に
対
す

る

マ
レ
ー
シ
ア
で

の
相

対
的
な
好
況

や
、
商
品
作

物

の
価
格

の
不
安
定

さ
と

い

っ
た
経

済
的
要
因
と

タ
ウ

ス
グ
族

の
移
動
を
促

し
た
行
政
区

の
再
画
定
と

い

っ
た
政
治
的

要
因
が

複
雑

に
絡
ま
り
あ

っ
た
結

果
、
サ

マ
/

バ
ジ

ャ
ウ
の
人

々
の
人

々
を

サ
バ
州

へ
と
移
動

さ
せ
た
。

(
11
)

ニ
ッ
モ
に
よ
る
と
、
移
動
し

て

い
っ
た
方
向

は
必
ず
し
も
南

西
方
面
だ
け

で

は
な
く
、
北

の
ポ
ロ
島

や
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島

の
方

に
も

人
は
移
動

し
て

い

っ
た

と

い
う
。
ま
た
、

バ
ジ

ヤ
ウ

・
ラ
ウ
ト

の
み
が
サ
バ
州

に
移

っ
て

い

っ
た
わ

け

で
は
な

い
と
留
保
す
る

(Z
一§
ヨ
O
一り
QO
O
…
ω
一
)
。

(12
)

サ

バ
州

東
岸

に
お

い
て
フ

ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
を
行

っ
た

富
沢

も

パ
ト

ロ

ン

・
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
関
係

に
言
及
し

て

い
る
(富

沢

一
九
九

七
)
。

た
だ
し
、

パ
ト

ロ
ン
と

ク
ラ
イ
ア

ン
个
間
を
往
来
す

る
財
な
り
サ

ー
ビ

ス
に
関
す
る
詳

細
な
記
述

が
本
論
文
と

の
関
連

で
に
お

い
て
は
不
足
し

て
い
る
た

め
、
彼

の

議
論
は
考

察
の
対
象
外
と
し
た
。

(
13
)
ホ
ー

(=
o
一
Φ
◎。
⑩
)
や

浜

元

.(浜

元

一,九
九
五
)

の
研
究
は
、
サ
バ
州
内

の

「非
合
法
的

な
」

フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
共
同
体

に

つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。

(
14
)
バ
ジ

ャ
ウ

・
.ラ
ウ
ト

の
パ
ト

ロ
ン
の
中
に
は
、

ス
ポ

ン
サ
ー
シ

ッ
プ
を
伝
統

的
な
慈
悲

の
義
務

の
遂

行
と
見
な
し

て

い
る
者

も
多

い
が
、

関
係
を

通
じ
た

ク
ラ
イ

ア
ン
ト

の
従
者

と
彼
ら

の
財
を
使

っ
て
、
自
身

の
地
位

と
政
治
的
影

響
力
を
高

め
よ
う
と
し

て
い
る

の
だ
と

い
う

(oo
P
けげ
①
民
一
り
㊤
刈
…◎o
㊤
)
。

(15
)
も

っ
と
も
、

マ
レ
ー

シ
ア
に
先

ん
じ
て
居
住
し

て
い
た
者

の
中
に
は
、
シ

チ

ズ

ン
シ

ッ
プ
を
得

る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

せ
ず
に

こ
れ
を
取

ら
ず

に
い
た

者
も

い
た
。
し
か
し
、
後

に
彼

ら
は
不
利
益
壱
被

る
こ
と

に
な

る

(ω
簿
『
Φ
「

一〇
〇
S
◎。
刈
)
。
.

(
16
)
、筆
者
は
政
治

シ
ス
テ
ム
の
相
違
と

同
時
に
、
両
者
が
位
置
付

け
ら
れ
る
経
済

シ
ス
テ
ム
の
相
違

に
も

自
覚
的

で
あ

る
。
後
者

の
バ
ト

ロ
ネ

ー
ジ
は
賃
金
労

バジャウ ・ラウトに関する人類学的研究の課題と展望89

'



(
17
)

働

や
貨
幣

の
交
換
を

基
盤

に
し

て
お
り
、
前

者

の
物
的
貢
納
と

の
相
違

は
明

ら
か
で
あ
る
。
た
だ

し
、
本
論
文

で
は
こ
れ
に

つ
い
て
論
じ
な

い
。
稿
を

改

め
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

こ
う

し
た
描

き
方
が
過
去

の
ロ

マ
ン
化

の
危
険
を
は
ら

ん
で

い
る
か
も

し
れ

な

い
。

バ
ジ

ャ
ウ

・
ラ
ウ
ト
を
描
く
歴
史

的
資
料

は
限
ら
れ

て
お
り
、

ス
ー

ル
ー
王
国
期

の
彼
ら

の
活

動
は
植
民
地
側

か
ら
の
記
述
か
ら
う
か

が
い
知

る

の
み

で
あ

る
。
し
か

し
、

現
代

の
活
動
と
比

し
て
、
相
対
的

に
そ
う

で
あ

る

と
述

べ
て
.い
る

に
過
ぎ
な

い
。
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     'The Task and Perspective of Anthropological Study about 

                       Bajau Laut" 

                              UEDA Toru 

      This paper aims at critical examination of the precedent studies about an ethnic group called Bajau 

      Laut, who have been described as the "Sea Nomads" or "Sea Gypsies", living on the Sulu Sea ranging 

      from Sabah Malaysia to the Philippines. It also attempts to explore the direction for future studies. 

      After reviewing the nature of the two patron-client relationships, mentioned in the monograph about 

      Bajau Laut written by American anthropologist, Clifford Sather, the difference between them will be 

      clarified. This difference depends on the different contexts in which Bajau Laut are embedded. 

      Attention must be paid in anthropological research to the difference of each context accordingly, 

      because despite their high-mobility life in the border zone as called the "Sea Gypsies" or "Sea Nomads", 

      they are still living in the national order. 

      Key Words 

      Bajau Laut; patron-'client relationship; Sabah Malaysia; The Sulu Sea; settlement
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